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2．『経済学批判要綱』執筆弓削こ宙ける「プラン
」と「資本の流通過程」
I．「七班のノート〔第一部〕への索引〔第一
案〕」と「資本の流通過程」
＝〕1857年8月23日から書き始められた『経済
学批判要綱』の「七冊のノート」は翌年の1858年
6．．月初旬に「応その執筆を終えることになったの
であるが，・マルタ剤よその執筆が終わりに近づい
でいた時乱すなわち1858年3月初旬に，ラサー
ルの仲介によってベルリソの出版社ドゥソカ【か
ら経済学の著作を分冊で出版することにしてい
た。肝臓病の再発忙よって，「苦い肝汗のために
ペソが運びにくい」状態がしばしばであったが，
出版に寄せるマルクスの意気込みはなみなみなら
ぬものがあった。この間の事情は1・858年3月11日
付のラサール宛の手紙，同月2g日付および4月2
日付のエソゲル云宛の手紙によってつぶさに知る
ことができるが，それはともかく，現実に書き進
めている「七冊のノーート」は「ブルジョア経済学
体系の批判的叙述」を．「体系の叙述」として書き
あげようとしていたこうした著作－この第一分
冊は3月11日付のラサール宛の手紙によれば＿，「
田価値，榊貨幣，囲資本一般〔資本の生産過程，
資本の流通過酷両者の・統⊥または資本および刑
潤・利子〕」を含み，それを「独立した一輝」に
する予定であっ・た⊥一一にとってその土台卑なすも
のとしてあった。しかし，巽際に「体系の叙述」
として展開していくためには，この「七冊のノー
ト」をあらためて読み直し，「索引」を咋らねば
ならなかった町である。というのは，1858年5月
31日付のエソゲルス宛由手紙から知ることができ
畠ように，この「七冊のノート」自身のな由こは
．「いろいろな手車がごちゃ混ぜになって」．いたた
軌．「リレタスが予定していた「第一分冊」に取り
入れるべき内容が「どのノ．－ト，どのペ－．少に乱
雑忙書いてあるか，を調べてみなければならな」
かったからである。
そこでマルタ封ま，・6月前半にまず「七冊のノ
ート〔第⊥部）への索引」・を二葉作成することに
なった。そのうち第一案は以下にみるとおりであ
るが，第二案は，‖尺度とし‾ての貨幣「2〕・交換
手段としての貨幣，・［3］貨幣としての貨幣とい
う貨幣論吐関するプラソである。それゆえ，「七
冊のノ・－ト」執筆徒，それを土台にして「体系の
叙述」を行なおうとしていたこの時点で，・マルク
剤ま「資本の流通過程」をいかなる理論領域にあ
るものとしてとらえ・ていたかを検討する・われわれ
の問題視角からすれば，＿・この第二案は当然考察対
－21・一丁
象から除外されてしかるべきものとしてあろう。
　そこでまず，「七冊のノート（ac－一部）への索
引〔第一案〕」の検討から入ることにしよう。
　〔2〕　この第一案の索引について細かな目次を
除いてあげておけば以下のようなものである。
rI価値
皿貨幣
　　　　　　　　　　　　一般的に価値の貨幣への移行。交換そのもの
　　の産物
　　貨幣の三つの規定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　
　　1　尺度としての貨幣
　　　　■　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　．　　●　　・2
3 交換手段としての貨幣または単純な流通　　　　■　　　　　■　　　　　　　ウ　　　
貨幣としの貨幣
貨幣の解体的作用
　みられるように，
示すものとして初めて示されたこの第一案は，
先きにあげた1858年3月11日付のサラール宛の手
紙のなかでマルクスがはじめて提示した「資本一
般」に関する全体系のうち，主として「資本の生
産過程」の部分までを詳細かつ具体的にしたもの
である。したがってこうしたプランの性格からみ
てマルクスが「七冊のノート」を執筆する際に設
定していたところの古典派経済学批判の基本的問
題規角，すなわち「資本と労働とのあいだの交換
」を流通と生産との「二つの過程」に分解し，一
方を他方に対する「序章」的関係にあるものとし
ていた視角がこの第一案を作成した時点でもなお
整合性を保持しうるものとしてあったか否か，体
系的な叙述を試みようとすればするほど当初の基
本的問題視角そのもののなかに胚胎していた矛盾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4　貨幣の担い手としての貴金属
　　　り　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　り
　5　単純な流通のなかに現われる取得法則
　　　　　　　　　　　　ロ　　■　　　　　e　　　　　　
　6　貨幣の資本への移行
皿　資本一般
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　
　　貨幣の資本への移行
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　■　　　
　1　資本の生産過程
　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　a　資本と労働能力との交換
　　　　ロ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　
　　b　絶対的剰余価値
　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　．
　　c　相対的剰余価値
　　　　■　　　■　　　　　　　　　　　　　d本源的蓄積
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　　e　取得法則の変転
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2　資本の流通過程（Gr．，S．855－859，訳．
　V．967－973頁）
　　　　　　　　「体系の叙述」のr順序」を
が顕現してきているか否かという観点からみるな
らぽ，「貨幣の資本への移行」が「」貨幣」の「6」
の項目として解かれている場合と「田資本一般」
の「1資本の生産過程」の序論的位置にある場合
というように，二重に解かれている点が特に注目
されるべきものとしてあるであろう（11）。しかし，
われわれの考察対象たる「資本の流通過程」につ
いては，みられるように，　「並資本一般」の「2．
資本の流通過程」という表題が示されているのみ
で，それ自体がどのような理論内容をともなって
展開されるべきものであるかについては何んら明
示されていない。それゆえ，この第一案からは「
資本の流通過程」は「皿資本一般」の全体系のう
ち「1資本の生産過程」の「e取得法則の変転」
の展開の後にはじめて明かにされうる関係にある
という体系的位置付けのみを看取しうるにすぎな
い。
　（ii）この「索引」の第一案で「貨幣の資本への移行」
　　が二重に解かれているということはきわめて特異な
　　ものとして注目しておく必要があろう。というのは
　　マルクスがこの時点で「資本一般」の統一的な体系
　　構成をどの程度整合性をもって展開しえていたかを
　　明かにするうえで，この「貨幣の資本への移行」の
　　こ重性の検討は欠くことのできないものとしてある
　　からである。それは，「貨幣の資本への移行」が「
　　資本一般」の統一的な体系構成のうえで「序章」的
　　関係に置かれていた価値・貨幣論と，そのあとの・
　　いわば「本論」としての「資本の生産過程」そのも
　　のの分析との接点に位置しているということからみ
　　て当然のことと言えよう。ただそれぱかりではなく
　　さらに注目されることは，こうした叙述プランと同
　　様の構成がこの第一案のすぐのちの1858年8月初旬
　　から9月中旬に書かれた『経済学批判』原初稿の断
　　片にも，
　　第二章　貨幣
　　　5）　単純な流通における取得法則の現象（ノー
　　　　　トBt17－21，ノートB”1－3）
　　　6）資本への移行（ノートB”4－15）
　　第三章　資本
　　　A　資本の生産過程
　　　1）貨幣の資本への転化（ノートB”116－19）
　　として具現されていたにもかかわらず，1859年6月
　　11日に刊行された『経済学批判（第一分冊）』では
　　序言
　　　第一部　資本について
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　　　第一篇　資本一般
　　　　第一章商品
　　　　　A　商品分析の史的考察
　　　　第二章　貨幣または単純な流通
　　　　　　一　価値尺度
　　　　　B　貨幣の度量単位に関する諸学説
　　　　　　ご　流通手段
　　　　　　　a商品の変態。b貨幣の流通。　c鋳貨。
　　　　　　　　価値章標
　　　　　　三　貨幣
　　　　　　　a貨幣蓄蔵。b支払手段。　c世界貨幣
　　　　　　四　貴金属
　　　　　　　c流通手段と貨幣とに関する諸学説
　　となっていることである。つまり『経済学批判（第
　　一分冊）』では「5）単純な流通における取得法則の
　　現象」も「6）資本への移行」もともに考察対象から
　　除外されているのである。『経済学批判（第一分冊）』
　　でこうした構成へと変更していった根拠をいかなる
　　点に求めうるかといえば，それは，叙述展開の端初
　　を「1価値」からではなく，いまだ「使用価値と交換
　　価値」という「ご重の観点」からであるとはいえ，
　　「商品」から展開したことと対応するものである
　　ことは言うまでもないことであろう。このことは，
　　他面から見れば，のちの現行『資本論』第1部第2
　　篇で「貨幣の資本への転化」として独立して取り扱
　　われていることからもわかるように，すでにこの時
　　点で「貨幣の資本への移行」の問題を単に貨幣論の
　　枠内で取り扱うというよりも独立の一篇をもって取
　　り扱う構想をもっていたものと言えよう。なお，こ
　　の点については，資料的な裏付をふまえつつ詳細に
　　検討したものとして，時永淑教授による「『資本論』
　　の成立過程｛2｝「（『経済志林』第40巻第3号，1972年
　　9月）がある。なかでもその論稿のP．32～P．48に
　　わたって詳論されているので是非参照されたい。
　ところで，この「索引」の「第一案」を作成し
たのちマルクスは，この「索引」を「導びきの糸
」としつつ1858年8月初旬から9月中旬にかけて
『経済学批判』の原初稿を執筆したのであった。
（12）しかしこの原初稿のうち，特に「始めの二つ
の章」すなわち，第一章「商品」および第二章
「貨幣または単純な流通」の内容をなすべき部分
が「草案には全然書いてなかった」に等しいもの，
あるいは「ごく簡単な輪郭しか書いてなかった」
（1858年11月29日付のエンゲルス宛の手紙参照。
岡崎次郎訳『マルクス＝エンゲルス資本論書簡』
国民文庫版1，263－265頁。）ため，彼は再び同
年9月中旬以降，「七冊のノート」を基礎にし
て，改めて『経済学批判』の「第一分冊」の原稿
の作成にとりかかることになった。その最終印刷
用原稿は翌1859年1月21日にできあがり，同年6
別旧にベルリンのドウンカー社から『経済学批
判（第一分冊）』（Zur　Kritik　dir　Politichen
Okonomie．　Erstes　Heft）として「第一部資本
1こついて。第一編　資本一般」　（Erstes　Buch，
Vom　Kapita1．　Absc㎞itt　I，　Das　Kapital　im
allg㎝einen）という表題を付して出版された。し
かしこの著作は，周知のように，「主要な章すなわ
　　　　　　ち資本に関する第3章をまだ含んで」おらず商品
と貨幣との二章だけを含むにすぎなかった。した
がって，この著作には当然「資本の流通過程」の考
察は含まれていない。むしろこの「第一分冊」執
筆後マルクスにとって「第三章からほんとうの戦
争が始まる」ものと考えられていたのである。（同
年3月28日付のフェルディナント・ラサール宛の
手紙参照。前掲訳書，1，280頁）。
　　⑫　この『経済学批判』の原初稿の執筆時期につい
　　ては，現在モスクワとベルリンのマルクスーレーニ
　　ン主義研究所の共同作業として刊行されている新し
　　い『歴史的＝批判的全集』　（K．Marx／F．　En－
　　gels，　Historisch－kritische　Gesamtausgabe．
　　以後『新MEGA』と略称する。）の見本版
　　（Probeband，　Dietz　Verlag　Beillin，　1972）
　　の630べ一ジに，同年9月一10月頃作成との新たな
　　推定がなされているということが時永淑教授によっ
　　て紹介されている。（「『資本論』の成立過程｛1），②
　　」『経済志林』第40巻第2号，1gr2年7月，62頁，
　　および第3号，同年9月，29頁。）しかし，時永教
　　授も指摘しているように，その推定の根拠がいまだ
　　明確でないので，ここではその執筆時期を通説に従
　　って8月初旬から9月中旬としておいた。なおこの
　　原初稿はノートCおよびノr・・トB’とB”からなるも
　　のであるが，現存しているのはノートB’とB”のみ
　　であって，「『批判』の第1章と第2章の最初の部
　　分の原初稿をふくんでいた」（Gr，，S．951，訳．V．
　　1073頁）とされるノートCは現存しない。したがっ
　　て，この点からしても原初稿のもつ資料的な意義の
　　確定は今後の研究に待つほかはないものと思われ
　　る。
　こうしてマルクスは『経済学批判（第一分冊）』
のための印刷用原稿を作成した後の1859年2－3
月頃に，新たに「第三章　資本」の執筆にとりか
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かるためにあらためて「七冊のノート」を読み直
し，「私自身のノートへの心覚え」（ノートB”B”皿
〔28〕一〔36〕ページ。Gr．　S．951－957，訳，V．1073
－1096頁）と「『経済学批判』の『第3章』，『
資本』の章のac　1篇の起草のため」（Gr．，　S．
969，訳．V．1・097頁）の「1859年のプラン草案」
（一冊の特別のノート〔1〕一〔16〕ページ。Gr．，
S．969－980，訳．V．1097－1111頁。）とを作成し
ている。
　そこで，こうした「心覚え」や「プラン」のう
ちに，特にいわゆる口859年のプラン草案」を中
心にしてマルクスは「資本の流通過程」を「叙述の
体系」としていかなる理論領域と内容とをもつも
のと考えていたかをさらに明かにしておこ．う⑬。
　　倒　これまで，1859年2－3月頃に作成されたもの
　　とされていたいわゆる「1859年プラン」について
　　は，その作成時期をF1861年の夏」とする新たな推
　　定がなされている。それは，1973年に公刊されたP
　　シア語腕マルクス・エンゲルス著作集』第47巻一
　　いわゆる「23冊の経済学批判ノーtト」のうち，すで
　　に『剰余価値学説史』として公刊された部分（ノー
　　トVI－XVおよびXV皿）を除いたノート部分の前
　　半（ノート1－V）をはじめて公表したもの一の巻
　　末部分の注で「十申八九まで確実に61年の夏に作成
　　されたもの」　（619ページ）とした見解がそれであ
　　り，さらに『新MEGA』の1／3・1巻（Manusk－
　　ript　1861－1863．　Tei11，1976年，Dietz　Verlag
　　Berlin）の序文S．12※－13※においても，「1861年
　　の夏」のプランとして表示し論じているものは従来
　　「1859年プラン」と称していたものを指し示すもの
　　であることは疑いえない。
　　　ところで，こうした「61年の夏」説は，これまでド
　　イッ語版『経済学批判要綱』　（1939・41年）以来，
　　ロシア語版『マルクス・エンゲルス著作集』第46巻
　　第1・2部（1968－9年）においても追認すれ定説
　　化されていた「59年」説に対する重大なる変更であ
　　る。それにもかかわらす，その変更の根拠は何んら
　　示されていないのである。ヴェ・エス・ヴィゴツキ
　　ーによれば，この変更はヴェ・カ・ブルシリンスキ
　　ーによって行なわれたものとのことであるが・ブル
　　シリンスキーは実はPシア語版の『要綱』である『
　　マルクス・エンゲルス著作集』第46巻の編集者であ
　　り，ヴィゴッキーはその「第1部出版準備者」の一
　　人でもあったのである。つまり，1968’v　9年に公刊
　　された第46巻から1973年に公刊された第47巻までの
　　わずかな期間に同一一：一・人によって基本的に相異なる見
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解が発表されたということになる。それだけに，そ
の変更の根拠が示されていないということは不可思
議なことというほかない。それはともかく，こうし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　jた変更が第46巻の『要綱』それ自体の編集過程で問
題とならず，他の原稿を扱った第47巻ではじめて示
唆されたということは，1861－3年の「23冊の経済
学批判ノート」の未発表部分たる「資本の生産過程
」の検討を通じて導びき出されたものであると推定
される。すなわち「61年の夏」と変更したことは，
そのプランが「23冊の経済学批判ノート」を書くう
えでの直接の前提として作成されたものとみなして
いるわけである。同時に，1859年2月に書かれたも
のとされていたノートB”，B”1における「私自身
へのノートの心覚え」も，「1861年の夏」に書かれ
たものとみなされ，作成時期の変更がなされている
のである。
　しかし，こうした「61年の夏」説は，その変更の
明確なる根拠が示されないかぎり，にわかに受け入
れられるものとはならないであろう。というのは，
これまでの「59年」説が二度にわたり確認されたよ
うに，それ自体を検討してみても特に不自然な点が
見い出せないからである。すなわち，1857年から
1861年までの書簡を含む現行『マルクス・エンゲル
ス全集』によると，マルクスが「七冊のノート」の
索引に関説した手紙として存在するものは，1858年
5月31日付のエンゲルス宛の手紙のみであって，そ
こでは次のように述べている。
　「………やっと仕事ができるようになったので，
　さっそく印刷のための仕上げに取りかかる。……
　…いまいましいことには，原稿（これは印刷すれ
　ば分厚い一一一巻になるだろう）のなかにはいろいろ
　なことがごちゃ混ぜになっており，ずっとあとの
　ほうに置くべき簡所がたくさんあるのだ。こうい
　うわけで，僕は索引を一つ作って，僕がまず著作
　に取り入れるべきものがどのノート，どのページ
　に乱雑に書いてあるか，を調べてみなければなら
　ないのだ。」　（岡崎次郎訳『マルクス＝エンゲル
　ス資本論書簡』｛1），255－25了頁）と。
　この手紙の記述に依拠して，ドイッ語版の『要綱
』の編集者たるマルクス＝エンゲルス研究所は，そ
の「序文」において，「マルクスはこうして『七冊
のノート（最初の部分）への索引』という表題をつけ
た事項索引を作成した」（Cr．，Xll，訳．　L　Xmも
のと断じ，ロシア語版『要綱』の編者もこの見解に
対しては特に異議をとなえてはいないのである。そ
のうえさらに，問題となっている「心覚え」と「プ
ラン」は，この「七冊のノートへの索引」から8ケ
月後の1859年2－3月にかけて作成されたものとみ
なされていたわけであるが，その作成事情は次のよ
うなものであった。すなわち．『経済学批判（第一
分冊）』のための印刷用原稿が1859年1月2旧に完
成し，それを同月25日にベルリンのドウンカー（出
版社）宛に送り，そして2月23日に「序言」を脱稿
したその直後から，マルクスは「第三章からほんと
うの戦争が姶まる」（同年3月28日付ラサール宛の
手紙。前掲訳書，（1）280頁）ものと考え，その仕事
にとりかかるためにあらためて全ノートを読み直し
て作成したものであった。もちろん，われわれも，
この「プラン」が1861－3年のいわゆる「23冊の経
済学批判ノート」を書くうえでその「導きの糸」と
して役立ったことを否定するものではないが，しか
し1861年の夏までのマルクスの書簡をみるかぎり索
引作成に関説したものが見当らないので，「七冊の
ノート」執筆後3年を経過した時点で改めて全ノー
トが読み直され，そのうえで詳細な「心覚え」や「
プラン」が作成されたものとは考えられない。むし
ろ，これまでの通説による推定の方が無理のない見
解であるように思われる。いずれにしても「61年の
夏」説の論拠が明示されていない今日の段階では速
断は許るされず，今後に残された問題としていずれ
あらためて検討されるべき性格のものであろう。
　「私自身のノートへの心覚え」といわゆる「1859
年のプラン草案」との作成時期に関し以上のような
不確定要因が存在するため，『要綱』段階において
「資本の流通過程」がいかなる理論領域を有してい
たかを明かにする場合，特有の困難性が生じなわけ
にはいかない。いずれにせよ「心覚え」と「プラ
ン」の両者は「七冊のノート」を前提し，これに依
拠して作成されたということ，また「資本の流通過
程」に関しては「七冊のノート」執筆以降1861年の夏
までの時点にかぎってみても，その間に具体的な研
究がなされてはおらず，それは『資本論』第二部初
稿（1864年）をまって初めて示されたということ等
を考え合せると，両者ともこれまでの通説に従って
1859年2－3月に作成されたものとしたうえで考察
したとしても疑義を生じるものではないものと思わ
れる。したがって，本稿では通説に従って考察を加
えておくこととする。
　なお，現行ドイッ語版『要綱』の「序文」の見解
を踏襲したロシア語版『要綱』の「序文」を翻訳紹
介したものとして，山本義彦氏による「ロシア語版
『経済学批判要綱』について」（1），とロシア語版と
’ドイツ語版の目次対照表を掲載した｛2｝（大阪市大『
経済学雑誌』第67巻2，3号，1972年8月，9月）
　　とがあり是非参照されたい。
　1．いわゆる「1859年プラン草案」と「資本の
　　　流通過程」
　〔1〕　いわゆる「1859年プラン草案」の全体系
は「七冊のノート」への参照ページ記号を取り除
いて示しておけば以下のようである。
「1資本の生産過程
　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（1）貨幣の資本への転化
　　　　　　　　　　α移行
　　　　資本が単なる価値額として表示されるな
　　　　らば，何も表現されてはいない。貨幣の
　　　　蓄蔵は資本化ではない。流通と流通から
　　　　生じる交換価値とが資本の前提である。
　　　　　（交換価値としての資本は，使用価値と
　　　　しての労働と対立する．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　シスモンァィ。
　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　商業資本と資本一般。商人と手工業〔者〕。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　β資本と労働能力との交換
　　　　労働者の側における販売の繰り返し。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　賃金は生産的ではない。
　　　　労働者の流通W一G－W。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この交換の諸条件は，労働者の非所有で
　　　　ある。
　　　　　　　　　　　　　　　　抽象的労働は資本に相対している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　労働の交換価値。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用価値の消費は，ここでは経済過程の
　　　　内部に属する。（資本は賃労働を創造する
　　　　ものである。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　賃労働と資本との関係の歴史的条件。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働能力。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均賃金（われわれの考察では最低限と
　　　　想定することが必要）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　ケアリの利潤論。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　ロッシ。　（資本の素材的成分。賃金制度
　　　　は資本の本質に属するか？）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　交換の諸条件。労働者は潜勢的な受救貧
　　　　民である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　トレンズ。労働ではなく資本が商品の価
　　　　値を規定する。（リカード学派の混乱。
　　　　資本家のもとでの剰余価値の計算）
　　　　　　　　　　　　　　　　　γ労働過程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　生産的消費（ニューマン）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　S価値増殖過程
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　　　剰余価値の一般的概念。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　生産力の増大，量と質。
　　　■　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　生産力と絶対的労働時間が与えられてお
　　　れば，同時的な労働日の数が増加されな
　　　ければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　
　　　同時的な諸労働日，同前。人ロ。
　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　
　　　生産力の増大は，資本のうちその可変部
　　　　　　　e　　　　　　　　　　　■　　　　　コ　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　■　　　
　　　分に比べての不変部分の増加に一致する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　■　　　　　■　　　　　　　　コ　　　　　．　　　　　　
　　　同じ労働者数を増大した生産力をもって
　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　
　　　充用するために，資本をふやさなければ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　ならない程度。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　自由に利用できる時間。
　　　　　　　　　　コ　　　　　　　
　　　労働の結合。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　マカロック。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（2）絶対的剰余価値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　絶対的で必要な労働時間（剰余労働。剰
　　　　　　　　　　　　　　余人口）。
　　　剰余労働。　（ラムジ。ウェード）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　剰余労働と必要労働。
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　シーニア
　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　e　　　
（3）相対的剰余価値
　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　
　α多人数の協業
　　　　　　ロ　β分業
　　　自由労働が結合されていない場合には，
　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　奴隷労働のほうが自由労働よりも生産的
　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　
　　　である。ウェークフィールド。
　　ほ　　　　　　　　　　　　
　γ機械装置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機械装置による原料の利得（節約）。
　　　の　　　　　■　　　　　　　　コ　　　　　　　　ゆ　　　　　　
　　　諸商品の価格，プルドン。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（4）本源的蓄積
　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　剰余生産物。剰余資本。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　
　　　資本は賃労働を生産する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　本源的蓄積。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　労働能力の集積（ロッシ。結合）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種々の形態の剰余価値および種々の手段
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　による剰余価値。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　相〔対的〕剰余価値と絶〔対的〕剰余価
　　　　　　　　　　■　　　　　　　
　　　値との結合。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　生産諸部門の多様化。
　　　　　　　　
　　　人口。
　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　
（5）賃労働と資本
　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　資本は集合的な力であり文明である（ウ
　　　エード）（バベジ）。
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　　　ゆ　　　　　　　資本＝前貸。
　　　　　　　　　の　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　
　　　賃金による労働者の再生産。
　　　　　　■　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　
　　　自己自身を揚棄する資本主義的生産の制
　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　限。自由に利用できる時間。労働自身が
　　　社会的労働に転化される。オーエン。
　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　現実の経済。労働時間の節約。しかし〔
　　　生産力の発展と一引用者〕対立的ではな
　　　㌧’％．．．．．．．．．．．．．．．．
　　　単純な商品流通における取得法則の現象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　この法則の変転。
1資本の流通過程
　　　■　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　
　　①資本の価値増殖過程は同時にその喪失過
　　　程である。
　　　　　　　　　　　　　②諸矛盾。〔これは第二篇，諸資本の競争に
　属する。〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　
③資本は，生産と価値増殖との過程として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　の統一である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
④資本の普及傾向。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑤資本の文明化傾向。
　　　　　■　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑥生産と価値増殖とのあいだの矛盾。
　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑦商品の貨幣への転化。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑧資本の流通。チャマーズ。チャマーズに
　たいして，ブレイク。
　　　　　　　　　　　　
⑨生産過程，流通過程。
　　　　　　　　　■　　　
⑩遊休資本。
　　　　　　　　　■　　■　　　■　　　　　　
⑪種々の生産期間。
　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑫J・St・ミル，流通期間。（遊休資本。）
　　　　　　　　　■　　　　　　　
⑬資本の流通。
　　　　　■　　　　　　　
⑭流通費用。
　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　
⑮流動資本。固定資本。それ〔資本のただ
　違った経過的規定として現われたにすぎ
　ない両資本一引用者〕から，二つの特殊
　な種類としての流動資本と固定資本とへ
　の移行。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　
⑯回転。種々な回転の数。
　　　　　■　　　　　　　
⑰流通期間。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ロ
⑱商品資本，貨幣資本，産業資本。
　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　　　　　　
⑲資本の種々の回転の尺度としての一年。
　　　　ロ　　　　　　　　　　　■　　■　　コ　　　
⑳固定資本。流動資本。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑳大流通と小流通。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑫全流通は，三重である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　
⑳固定資本。流動資本。両方において，労
　働の社会的規定は資本に移されてい
　　　㌍．．．．．．．
　　⑭延長された流通期間＝再生連の回数の減
　　　少，または生産過程にある資本量の減少。
　　　連続性は，固定資本とともに必然的にな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　る。それと同時に，中断は前提された価
　　　　　　　値の喪失になる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　＠固定資本，および労働にたいする需要。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（バートン）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　＠固定資本。社会における固定資本と流動
　　　資本との割合。流動資本よりも高い潜勢
　　　力。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　◎固定資本の耐久性。
　　　　　　　　　⑳貨幣は，固定資本でもあり流動資本でも
　　　ある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳個人的消費との関連における固定資本と
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　流動資本。
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　⑳総資本の平均回転（その価値増殖との関
　　　連における）。固定資本と流動資本との回
　　　転の割合。連続性。流動資本と固定資本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　にとっての，生産の中断の相違。固定資
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　本の再生産期間は経済循環の尺度単位に
　　　なる。総再生産局面。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　エ　　　　　　　■　　■　　　　　　　　　　　　　　　　
　　⑪流動資本と固定資本との違った復帰。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠その使用価値が流通にはいってゆく固定
　　　　　　　　　　　資本。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　■　　　　　　　　　　　　　　　
　　⑬固定資本の生産と流動資本の生産。
　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　
　　⑭固定資本の維持費。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　
　　＠固定資本の収入と流動資本の収入。（固
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　定資本の還流と流動資本の還流）
　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　⑯商品の使用価値による再生産の規定。
正資本と利潤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　利潤率と剰余価値。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　資本と利潤。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　同じ労働量を充用するために，生産力の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　　　　　　　　　　　　　　
　　　増大を伴う資本の増加。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　危険。利子，生産費。
　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　資本のすべての部分の均等な利潤。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　賃金と利潤，生産諸形態，それゆえ分配
　　　　　　　　　　　　　　諸形態，その他。
雑録
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　
資本の種々な説明。
　　　　　　■　　　　　　　　　　　ロ　　　　　の　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
資本は「単なる生産用具」である。　（資
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本が物として把握されている）。（資本
は，単純な関係ではなく，過程である）。
資本と生産物。
生産的労働と不生産的労働。
農業，土地所有，および資本。
市場。
　　　　　　　　■　　　　　　　
利潤の根拠。
　　　　　　　　
生産費。
　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　
資本〔家〕の支出ではなく，前貸である
　　　　　　　　　　■　　　
（シェトルヒ。節約説への反対）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
プルドンと利子，その他。彼の土地所有
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
の経済外的起源説。剰余価値。（リチャ
ード・プライスとプルドン）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e賃金制度に関するバスティアの所説。利
潤に関する所説。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
農業（それ自体勤労による農業。15世紀
　　　　　　　　　　　
ハリソン）。
　　　　　　　　　　　
貨幣資本。
　　　　　　　　　　　　
リカード。剰余価値の発生。賃金と利潤
とは単なる分配分。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　
（リカードに反対するウェークフィール
　
ド）。　（比例配分としての賃金に反対す
るマルサス）。
　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　
マルサス。価値論。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スミスの労働犠牲説。シーニアの節欲犠
牲説。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スミスの利潤発生論。それに反対するロ
　　　　　　　　　　　　　　　　
一タアール。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
マカロックの剰余価値発生論。賃金は労
働者自身の生産物の一部分である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
賃労働と奴隷制。ステユアート。同じス
　　　　　　　　　　　テユアート。機械。」（Gr．，S．969－980，
訳．V．1097－1111頁）
※上記「プラン草案」のうち，π資本の流
　通過程」の各項目の頭につけられている①
　～⑯までの通し番号は考察の便宜上筆者が
　付したものである。
　以上のように，この「プラン草案」はマルクス
が「資本一般」に関する全体系を初めて具体的に
示したものであり，「資本の流通過程」はこの体
系のうち，「1資本の生産過程」と「皿資本と利潤」
の中間に位置するものとして，理論的に説かれて
いる。それは先きの「正資本と利潤」を欠いた
「七冊のノート（ac　1部）への索引〔第一案〕」
で単に「皿資本一般」のうちに「2資本の流通過
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程」という項目としてのみ示されていたプランに
対して，素材的に未整理なかたちではあるが，こ
のプランを通してわれわれは『要綱』段階でのマ
ルクスが「資本の流通過程」をいかなる理論領域
を有するものとして考えていたかが理解できる。
　そこで，①から⑯の項目によって展開されるべ
きものと考えていた「資本の流通過程」が基本的
にいかなる論理ににもとついて説かれていたかを
以下みておこう（14）。
　　㈲　この「プラン草案」の「資本の流通過程」に示
　　された36項目のそれぞれの内容の概略については，
　　マルクスによる『要綱』の指示ページにしたがって
　　遂次検討したものとして水谷謙治氏の『経済学批
　　判要綱』における資本の流通過程一流動資本と固
　　定資本の諸規定の検討を中心として一」　（上），
　　（下），（『立教経済学研究』，第23巻第2号，4号，
　　1969年7月，1970年1月）がある。この36項目の個
　　々の項目がいかなる内容を有しているかについては
　　水谷氏の上記の論文の（上）了一20頁を参照された
　　い。本稿ではマルクスがこの36項目を通じて展開し
　　ている基本的Pジックを析出することに限定して考
　　察を行なう。なお，後に述べるように，『要綱』段
　　階での「資本の流通過程」の理論内容とその領域が
　　いかなるものであったかの評価に関しては，水谷氏
　　とは見解を異にする。
　〔2〕　全体36項目にわたる「1資本の流通過程
」のプランを「1資本の生産過程」の「プラン」
と対比してみると，「皿資本の流通過程」で展開
されるべき内容項目がただ単に列挙されているに
すぎないという面は否めない事実としてあるが，
しかしこの「プラン草案」から次の点はその特徴
点として摘出しうるであろう。
　まず第一に，のちの『資本論』第二部「資本の
流通過程」の項目と形式的に対比してみるなら
ば，その第一篇第1章から第4章までで取り扱わ
れている「資本循環論」の内容に相当する項目と
第三篇「社会的総資本の再生産と流通」にあたる
ものが欠除しているということ，第二に，こうし
た理論的な枠組を前提としつつ，さらに全36項目
の展開の順序そのものから指摘しうることは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大別して①「資本の価値増殖過程は同時にその喪
失過程である」から始まって⑭「流通費用」で終
　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　る前半の部分と⑮「流動資本。固定資本」から⑳
　e　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　■　　　　　　　　　　　　　　　「商品の使用価値による再生産の規定」に至る後
半部分とに分けることができるということであ
る。
　そこでまず①から⑭までの前半部分の基本的な
論理からみてゆこう。ここでマルクスが「資本の
価値増殖過程は同時にその喪失過程である」とい
うことを起点に措えて，「資本の流通過程」を展
開したということは，先きにも見たように，1857
年12月中旬頃から1858年1月22日にかけて作成し
たノートIYの15ページ以降で「資本の流通過程」
を本格的に考察する際に提示した方法的視点をい
わば直接的に受け止めるかたちで展開したものと
いうことができる。すなわち，その方法的視点と
は次のようなものであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「すでにわれわれは，資本がどのように価値
　　　　　　　　　　　　　
　増殖過程を通じて，1）その価値を交換自体（す
　なわち生きた労働との交換）によって維持し，
　2）増加させ，剰余価値をつくりだすかを見て
　きた。いまや生産過程と価値増殖過程のこうし
　た統一の結果として過程の生産物すなわち資本
　自体が現れるのであるが，その資本は，生産物
　としては，その前提としていた過程から出てく
　るのであり，一また価値である生産物として出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　てくるのである。…………。さしあたり，措定
　　　　　　　され現存しているものは，一定の（観念的な）
　価格をもった商品である。すなわち，ただ一定
　の貨幣額として観念的にのみ存在している商品
　であり，交換ではじめて一定の貨幣額として実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現されるべき商品，したがって貨幣として措定
　されるためには再び単純な流通過程にはいりこ
　まなければならない商品である。だからわれわ
　れはいまや，資本が資本として措定される過程
　の第3の側面にくることになる」（Gr．　S．305
　－6，訳．1．329－330頁）と。
　こうした方法的視点はこれ以前の一ノト正（185T
年11月29日一12月中旬頃）で初めて明かにされた
「資本」に関する章別構成，すなわち「生産にか
んする章は客体的には結果としての生産物をもっ
ておわり，流通にかんする章は，商品をもっては
じまる。」（Gr．　S．227，訳，9．241頁）とした視
点をより具体化したものということができるが，
それはともかく，ここで言う「資本が資本として
措定される過程の第3の側面」とは「価値増殖過
程」としての「資本の生産過程」の結果の生産物
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W，のG，への実現過程を意味するものにほかなら
ない。したがってこの時点のマルクスにあっては，
「資本の流通過程」を資本の運動としてのG－W
・・…・o・…・・WLGノのうちのWLGノの過程に局
限して説くという，いわぽ実現流通論的見地を保
持していたものといってよい。それゆえ，こうし
た方法的視点に立つ限り，「資本の流通過程」の
考察の端初でまず説かなけれぽならないものは資
本の生産物Wノが流通過程を経過せざるをえない
ということを価値増殖過程たる生産過程に対して
いかなる関係にあるかを明かにすることであり，
それが「資本の価値増殖過程は同時にその喪失過
程である」という表題のもとに展開されるべき問
題として顕現したものといえよう。というのは，
この場合マルクスが考察対象としていた「価値喪
失過程」とは生産力の増大にともなって資本自体
が価値喪失する場合ではなく，「資本が貨幣の形
態から商品の形態に移行していること，実現され
るべき一定の価格をもつ生産物の形態に移行して
いること」（Gr．，　S．306，訳，∬．33〔〕－331），
すなわちここで言う「第3の側面」を念頭におき
その問題に限定していたからである。これに対応
して，価値増殖過程としての生産過程における生
産時間を制約する「価値喪失」としての流通時間
の問題は流通時間＝0と措定することが資本にと
って必然的な傾向であるという視点から「流通費
用」の問題を中心に考察されることになったもの
と言える。（15）
　　as＞①から⑭までの項目のすべてが上述の前半部分
　　の論理に合致した項目であるというのでは勿論な
　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　い。なかでも，⑧「資本の流通。チャマーズ。チャ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　マーズにたいして，ブレイク」，⑨「生産過程，流
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通過程」，⑬「資本の流通」の各項目はのちに述べ
　　るように，むしろ後半の論理のうちの「総過程」
　　論的視点といってもよい内容を示している。しかし
　　こうした異質の視点が混在しているにしても，この
　　時点のマルクスが「資本の流通過程」の考察の始源
　　を何にもとめていたかということの意義と限界を明
　　かにしておくことがなによりも重要であると思われ
　　る。というのは，従来の研究ではほとんどこの点の
　　意義が等閑視されているからである。『要綱』の「
　　資本の流通過程」を［859年プラン草案」とのかか
　　わりで先駆的に研究した水谷氏の前掲の論文におい
　　てさえも，われわれの言う①から⑭までの前半部分
　　をさらに①から⑤までの「第一の部分」と，⑥から
　　⑭までの「第二の部分」とに細分し，そして前者を
　　「序論的部分」（前掲論文，（上）22頁）とするのみ
　　で「資本の流通過程」を展開する際の始源のもつ意
　　義を積極的に評価することなしに考察対象から除外
　　し，後者の「第二の部分」とした点を⑮以降のわれ
　　われの言う後半部分ととともに「流動資本，固定資本
　　という概念の二重，三重に相異なる諸規定を巾心に
　　して，資本の流通上の諸問題が展開されている」（前
　　掲論文（上）22－3頁）ものとする観点から考察する
　　ということになっている。
　　確かに，水谷氏の指摘の如く，この『要綱』の「資
　　本の流通過程」では「流動資本，固定資本の概念が
　　全展開のいわば軸」（前掲論文，（上）22頁）になっ
　　ているといえるが，しかしこうした概念自体の考察
　　にあたっても，のちに述べるように，この時点にお
　　けるマルクスが「資本の流通過程」をどういう枠組
　　のなかで考えていたかという点を等閑視しては十分
　　なものとはならないであろうし，またこのことが同
　　時に『資本論』体系成立史上にもつ『要綱』の「資
　　本の流通過程」の意義と限界を確定するうえで不十
　　分な点を残す結果を生むことになろう。
　こうした前半部分の論理，すなわち，WノのG’へ
の実現流通論的見地からする「資本の流通過程」
把握に対して，⑮以降の後半部分では，前半部分
の論理とは異なり「流動資本」と「固定資本」と
の二重，三重の概念規定を中心にして，生産過程
を包摂した資本の措定する流通としての「資本の
流通」を展開することになっている。この後半部
分の論理を最も端的に表現したものは「資本の流
通」を「三重」からなるものとしてとらえた次の
規定である。
　「全体としてみれぽ流通は三重に現れる。1）総
　過程一資本がそれの異なった諸契機を経過する
　こと．これによれば資本は流れにある（imFluβ）
　ものとして，流動しつつある（zirkU　lierend）
　ものとして措定されている。諸契機のいずれに
　おいても連続性が潜在的に（virtua1iter）中断
　せられ，次の局面への移行にさからって固定さ
　れうるかぎりでは，資本はここでもまた異なっ
　た諸関係のうちに固定されたものとして現れる
　のであり，またこのような固定存在（Fixiert－
　sein）の異なった諸様式は異なった諸資本，す
　なわち商品資本，貨幣資本，生産諸条件として
　の資本を構成する。
　　2）資本と労働力能のあいだの小流通。これは
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　生産過程に付随し，また契約，交換，交易形態
　（Verkehrsform）として現れ，生産過程はこ
　れらの前提のもとでおこなわれる。この流通に
　はいりこむ資本部分一給養品一はすぐれて
　……流動資本である。それは形態上から規定さ
　れているばかりでなく，それの使用価値，すな
　わち消費可能であって，個人的消費に直接はい
　りこむ生産物であるというそれの素材的規定が
　それ自身それの形態規定の一部をなしている。
　　3）大流通。生産過程の外部での資本の運動。
　ここでは労働時間と対立した資本の時間は流通
　時間とて現れる。生産局面からあゆみでる資
　本とこの局面のなかにふくまれている資本と
　の対立から，流動資本（f1Ussiges　Kapital）と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固定資本（fixes　Kapital）の区別が生じる。
　　　　　　　　　　　　　　後者は，生産過程に固定され，生産過程それ自
　体のなかで消費される資本である。それはなる
　ほど大流通に由来するものではあるが，それに
　復帰はしない。そしてそれが流通するかぎりで
　は，生産過程で消費され，それに封じこめられ
　るために，流通するだけである。」（Gr．　S．570．
　訳．皿．628－9頁）と。
　みられるように，「資本の流通」は「資本がそ
れの異なった諸契機を経過する」ものとした「総
過程」＝形態No．1と「資本と労働能力のあいだ」
の交換の過程としての「小流通」＝形態No．2と
そしてさらに「生産過程の外部での資本の運動」
としての「大流通」＝形態No．3という「三重J：
からなるものとしてとらえられることとなってい
る。いまこうした三者の流通の関連を図式化して
みるならば次の如くであろう。
顯。i　・〈，　ll＿。≧…P…⌒iG－←P…
　　一一マる二…一一一一烹旛治）
　ところでこの後半部分では，こうした「三重」
からなるものとしての「資本の流通」の規定を通
して，生産過程における不変部分・可変部分とい
う資本区分に対し新たに「固定資本j・「流動資
本」という資本区分を行ない，そのうえで資本の
「回転」の問題が中心基軸に措えられて展開され
ている。しかしこの「回転」にとって前提となる
「固定資本」・「流動資本」という資本の形態上
の区分は，「総過程」（G－W……P……WノーrG〃）
的視点から導出されたものと「小流通」を含む「大
流通」（P……W一G’・G－W……P）的視点か
ら導出されたものとは異なったものとしてある。
すなわち，前者の視点にもとつく「固定資本」・・
「流通資本」の区分は，資本が「固定存在」とし
てあるか否かということを基準にして，言いかえ
れぽ「あらゆる局面を通過する主体としての，流
通と生産との動的統一，過程的統一としての資本
は，流動資本である。それ自身がこれらの諸局面
のそれぞれに束縛されたものとしての，資本の諸
区別のうちに置かれたものとしての資本は，固定
された資本」（Gr．，S．515．訳．正．566頁）で
あるとして規定している。これに対して，後者の
「大流通」的視点では「生産過程に固定され，生
産過程それ自体のなかで消費される資本」を「固
定資本」と規定し，「生産局面からあゆみでる資
本」を「流動資本」と規定している。それゆえ，
こうした資本区分の相違によって資本の「回転」
の問題も，生産期間と流通期間からなるいわば「
総過程」的「回転」と生産資本内部の資本の素材
区分にもとつく「固定資本」・「流動資本」その
ものの「回転」からなる「大流通」的「回転」と
が展開されることになっている。（16）　　　　一
　このように，生産過程を包摂した資本の措定す
る流通としての「資本の流通」には「三重」から
なるものとしてその内容に相違があるが，後半部
分の論理の特徴を前半部分の実現流通論的見地と
の対比で言えぽ「回転」の問題を中心に措えた「
総過程」論的流通過程把握ということができよ
う。
　　⑯後半部分の「資本の流通」の規定のなかに，「
　　総過程」的視点からする「回転」と「大流通」的視点
　　からするそれとの相違があることから，これまでし
　　はしば前者を『資本論』第二部第一篇のいわゆる「
　　資本循環」論の内容に，そして後者を第二篇「資本
　　の回転」論の内容に対応するものとする視点から『
　　要綱』の「資本の通流過程」が研究されてきた。そ
　　の代表的なものを挙げるならば，水谷氏の前掲論文
　　のほかに，田代洋一「『経済学批判要綱』における
　　資本循環論の展開」　（『土地制度史学』第45号，
　　1969年10月），山田鋭夫「資本回転論の視座と課題」
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　　上・下（『経済科学』第18巻1，2号，1971年｛月
　　3月），同「資本流通論の生成と再生産認識」上・
　　下，『彦根論叢』第155，156号，1972年4月，6月）
　　を挙げることができる。ここで個々の論点について
　　触れる余裕はないが，総じてこれらの論者に共通し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て言えることは，方法的に，『要綱』の「資本の流
　　通過程」論と『資本論』のそれとを直接的に対比し
　　つつ，両者を結びつけて考察する視点が強いという
　　ことである。しかしこうした視点からの考察はむし
　　ろ『要綱』以降『資本論』に至る第二部のための諸
　　草稿を通じてなされてきたマルクスの理論的な拡充
　　過程を無視することにつながらざるをえないであろ
　　う。これまでみてきたように，後半部分の「資本の
　　流通」は確かに資本の措定する流通としてとらえら
　　れているが，しかしそれは資本の姿態変換としての
　　循環過程としてとらえられているわけではない。し
　　たがって『資本論』第二部第一篇の形態的視点をと
　　もなった流通過程論としての「資本循環論」とは異
　　質なものであり，その意昧からすれば，この『要綱
　　』では依然として「資本循環論」の欠如した「資本
　　の流通過程」と言うことができよう。『資本論』体
　　系の成立過程を明かにする場合には，『資本論』と
　　の共通点を強調するよりも，むしろ『資本論』との
　　対比で欠如している点を見い出し，なぜその時点の
　　マルクスはそうした理論的欠陥を生じてしまったの
　　か，そしてさらにどのような経過をたどってそれが
　　補完されていったのかを明かにすることこそが重要
　　であろう。
　〔3〕ところで，以上検討を加えてきたいわゆる
「1859年のプラン草案」は，先きの注a3）でも触れ
たように，その作成時期が従来の1859年2－3月
頃ではなく，「1861年の夏」との新説が発表されて
いる。しかし資料的にみてもそのプランがいずれ
の時期に作成されたのであるかはいまだその当否
が確定されているわけではない。だが，いま仮り
に口861年の夏」説に従がうものとすると，われ
われの考察対象としている『要綱』段階のマルク
スという時点からこのプランが若干隔たりを生じ
ることは否定しがたい。そこで，より「七冊のノ
ート」に即し，この隔たりを埋め合せる意図をも
って，いわゆる「1859年のプラソ草案」からそれ
以前に作成された「私自身のノートへの心覚え」
に逆照射し，整理してみた。それが以下にみられ
る表である。
資本の生産過程から流通過程への移行。
生産力増大による資本自体の価値喪失。
　　　　　　　　　　　り　　　　　　ロ　　　リ　　　■　　■　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（生産過程と価値増殖過程の統一と矛盾としての
資本）。
（労働者自体の需要）。
資本主義的生産の制限。
資本は，生産過程から出てきてふたたび貨幣とな
る。
資本の流通と貨幣の流通。
各個別資本の内部における価値の前提，（用具等）。
生産過程と流通過程は流通の諸契機。
種々異なった資本（産業諸部門）の生産性は，個
別資本の生産性を条件づける。
流通時間。通流の速度は，資本の量をおぎなう。
諸資本の通流速度における諸資本相互間の依存
性。流通は生産の契機，生産過程とその継続期間，
生産物の貨幣への転化，この手続きの期間，貨幣
の生産諸条件への再転化，資本の一部分と生きた
労働との交換。
輸送費用。
流通費用。
交通手段と運輸手段。
〔労働諸部門の分割〕
どのようにして，絹工業が農耕にとって必要とな
るのか。
　　　（道路，運河，潅慨などの完全な例証は，
　　　それが資本主義的生産の対象となるとき，
　　　以前の公共事業（travaux　publics）のかわ
　　　りに事例としてふたたび利用することがで
　　　きる，形態の転化だけである，特殊な諸条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　
　　　件から区別された一般的な生産の諸条件）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　
　　　市場への搬入（流通の空間的条件）は生産
　　　過程に属する。
　　　流通の時間的契機は信用。
　　　資本は流通する資本（Capital　circulant）
　　　である。
　　　流通の価値規定におよぼす影響。
　　　流通時間イコール価値減少の時間。
　　　流通〔時間〕の短縮。
　　　流通と価値創造。
　　　（流通諸条件における種々の資本のあいだ
　　　の均等化）
　　　資本は，価値創造の源泉ではない。
一31一
　　　流通費用。
　　　生産の連続性は，流通時間を止揚されたも
　　　の〔として〕想定する。
　　　ラムジー，流通時間，そこから，資本は，
　　　利潤の固有の源泉であると推論する。
遊休資本，あらかじめ資本の増大がなくておこな
　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　e　　　　　　
われる生産の増大，ベイリー。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資本主義的生産の目的は価値（貨幣）であって，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　
商品，使用価値等ではない，チャーマーズ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　経済循環，流通過程，チャーマーズ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　復帰の相違，生産過程の中断（あるいは，むしろ
　　　　　　　の　　　　　　　　
生産過程と労働過程との不一致），生産過程の総
継続期間。
（農業，ホヂスキン。）
生産期間の不均等。
　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
固定している資本，資本の復帰，固定された資本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ジョン・St・ミル。
資本の通流。
流通過程，生産過程，回転，資本は流動的であ
る，同じく固定された資本。
流通費用。
流通時間。
流通時間と労働時間。
〔（資本家たちの自由時間）〕
〔〔輸送費用，等。〕〕
　　　流通。
　　　シュトルビ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　資本の変態と商品の変態。
資本の形態転換と素材転換，資本のさまざまな形
態。
あたえられた期間における諸回転。
資本の一般的性格としての流動資本。
1年が流動資本の回転の尺度。1日が労働時間の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
尺度。
固定された（固定している）資本と流動資本。ミ
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ル，アソダースン，セー，クウインシ・一，ラムジ
一〇
利子にたいする利子にともなう困難をみよ，その
他。
商業による市場創造。
固定資本と流動する資本，リカードー。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
より急速か，または，より緩慢な再生産の必然性。
シスモンァィ。
●　　　●　　●　　●　　　●　　　●
シェル〔ビュリエ〕，シュトルビ。
剰余価値。生産時間。流通時間。回転時間。
資本の一部は生産時間に，一部は流通時間に交互
に。
流通時間。
剰余と生産局面。資本の再生産の回数イコール回
転数。総剰余価値等。
資本の流通における形態転換と素材転換。
生産時間と労働時間のあいだの区別。
シュトルヒ。貨幣。商業階層。信用。流通。
　　　　　　　　　　　　　　　
小流通。資本と労働力能一一・一般のあいだの交換の過
　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
程。
資本と労働力能の再生産。
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
流通の三重の規定または様式。
　　　　■　　　　　　　　　　　■　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　
固定資本と流動資本。
流動資本と固定資本とに区分された総資本の回転
時間。
このような資本の平均回転。
資本の総回転時間におよぼす固定資本の影響。
流動的な固定資本。セー，スミス，ローダーデー
　　　　　　　　　●　　　●　　　　　　■　　・　　　●　　　　　　●　　　●　　　●　　　■　　●　　　■
7・
固定資本，労働手段，機械。
　　　　　　　　　　　固定資本，固定資本と流動資本における資本諸力
　　　　　　　　　　　　
への労働諸力の転位。
固定資本（機械）は，どんな意味で価値を創造す
　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　コ　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　
るか。
　　　　　
ローターアール。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
機械は，大量の労働者を前提する。
二つの特殊な資本種類としての固定資本と流通資
本。
固定資本と生産過程の連続性。
機械装置と生きた労働。
発明の商売。
ブルジ。ア的生産の基礎（価値尺度）とその発展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それ自体のあいだの矛盾，機械等。
固定資本の発展の意義。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（資本一般の発展にとっての）。固定資本と流動
資本の創造の比率。
自由に処分できる時間（Disposad1e　time），これ
を創造することが資本の主要規定，資本における
この時間の対抗的形態。
労働の生産性と固定資本の生産（『原因と対策』）
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使用（use）と消費（consume），　rエコ〔ノミスト
　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　　　　●　　●　　●　　●〕』，固定資本の耐久性。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　資本と自然的諸要因の価値。
．固定資本の大きさは，資本主義的生産の高度をし
めす。
原料，生産物，生産用具，消費の規定。
　　　ヵヒ　’　 イクス　　　　　　　 カビ’ノレ・シルキユラン貨幣は固定資本であるか，流動資本であるか？
個人的消費にかんしての固定資本と流動資本。
個定資本と流動資本とからなる資本の回転時間，
固定資本の再生産時間，絶対に必要な生産の連続
性。
労働にとっての単位時間は1日，流動資本にとっ
ての単位時間は1年，固定資本の介入とともに，
より長期の総期聞が単位。
産業循環。
固定資本の流通。
いわゆる危険。
資本のあらゆる部分が均等に利潤をもたらすとは
一誤り，リカードーその他。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
同一の商品が，あるぽあいに固定資本であり，あ
るばあいには流動資本である。
資本としての資本の販売。
使用価値として流通にはいりこむところの固定資
本。
生産の前提として〈現れる〉どんな契機も同時に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　
その結果〈である〉．生産自身の諸条件の再生産。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　
固定資本と流動資本としての資本の再生産。
固定資本と流動資本，『エコノミスト』，スミス，流
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
動資本の対価は，1年間に生産されなければなら
ない，固定資本のそれはそうでない。固定資本は
あとにつづく数年の生産に従事する。
フレ・クントルテイアン
維　持　費。
　　　　　　　　　　　　　　　
固定資本と流動資本による所得（revenu）。
固定資本の価値がその生産物に比例して少ないほ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ど，それだけより合目的的。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
可動的，不動的，固定的，流動的。
流通と再生産の関連。
一定時間で使用価値を再生産する必要。
固定資本の価値とその生産力。固定資本の耐久性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
同上〔その生産力〕。
社会的諸力，分業等は資本に費用をかけない。
　　　　　　　　　　　　　●　　●　　　●機械のそれらとの区別。
また，機械装置の充用のうえでの資本家の経済く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　■
節約〉について。
　　　木綿工場における固定資本と流動資本との
　　　割合。シーニアの剰余労働と利潤。労働を
　　　延長する機械装置の傾向。
　　　輸送の流通等への影響。
　　　e　　　ぼ　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　
　　　輸送は，ますます蓄蔵を止揚する。
資本の転態。経済循環（ニューマン）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　※上表のうち段落部分は，いわゆる「1859年プラン
　　草案」で脱録している部分である、したがって，
　　　『要綱』における「資本の流通過程」の基本的な
　　論理展開を明かにする際には二次的位置付にある
　　　ものとして取扱った。
　みられるように，この表からも先きのいわゆる
「1859年プラン草案」の「皿資本の流通過程」に
みられた異質の二つの方法的視点をヨリ鮮明に看
取することができる。すなわち，前半部分では実
現流通論的見地から「流通費用」の問題が中心に
展開されているのに対して後半部分では「固定資
本」・「流動資本」の概念規定を中心にして「資
本の回転」の問題が説かれていることがわかる。
したがって，いわゆる「1859年のプラン草案」が
［861年の夏」に作成されたにしても，『要綱』
段階で「資本の流通過程」がいかなる理論領域を
有していたかを考察するうえでは問題が生じない
ことも確認しえたであろう。
　　結　語
　以上みてきたように，われわれは「資本の流通
過程」がはじめて本格的に考察対象とされるにい
たったr経済学批判要綱』を取り上げ，そこにお
いて「資本の流通過程」がいかなる理論領域を有
していたかを『経済学批判要綱』執筆過程におい
て作成した「プラン」とその執筆後「叙述の体系
」として示した「プラン」との両面から明かにし
てきた。「プラソ」とのかかわりのうちに考察を
進めたため，所詮その考察が外面的たらざるをえ
ない面を残したのであるが，しかしそれだけにか
えって『要綱』段階のマルクスは「資本の流通過
程」の理論領域をどのようなものとしてとらえて
いたかの理論的な枠組みは鮮明にしえたと思われ
る。それは，まず流通過程を生産過程に対する補
足的媒介過程としてとらえ，資本の生産物として
のWノのG’への実現過程に局限してとらえる視点
であり，したがってそこにおいては生産過程の価
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値増殖過程に対して，流通過程は「価値喪失過程
」として把握され，それゆえ資本の価値増殖にと
って流通時間＝0にすることが最大値であるとい
う視点から「流通費用」の問題が解明されてい
た。しかし，こうした問題ばかりではなく，同時
に前者とは異なるところの視点，すなわち生産過
程を包摂した資本の措定する流通としての「資本
の流通」を展開する論理もあり，ここでは「固定
資本」・「流動資本」の二重・三重の概念規定を
中心にして「資本の回転」の問題が論じられてい
た。しかもこの両者が単に併存していたというの
ではない。むしろ前者の論理から後者の論理へと
深められていった過程であるといってもよい。し
たがって，こうした点に『要綱』段階の「資本の
流通過程」の意義があり，同時に限界もあるとい
えよう。というのは，先きにも述べたように，ス
ミスをはじめリカードにしても古典派は総じて労
働生産過程を交換過程化してとらえていたため，
剰余価値と利潤，価値と価格を区別しえなかった
のであるが，マルクスはこの理論的な問題を「流
通の価値規定に及ぼす影響」の問題として受け止
め，それを古典派には設定しえなかった「資本の
流通過程」を設定することによって解決をはかっ
ていったのであった。そのため「資本の流通過程
」はマルクスにとっては一面で「流通費用」の問
題，他面で「資本の回転」の問題が中心にならざ
るをえなかったのである。しかし，このことは同
時に，形態的視点をともなった流通過程論とも言
える「資本循環論」を欠如させることにもなっ
た。こうした「資本循環論」がr要綱』以降『資
本論』第二部のための諸草稿を執筆していくなか
でどのようにして理論的に補完され拡充されてい
ったのかの経絢こついては，商品論における「価
値形態」論の形成と確立ということと有機的な関
連および相互被制約性があるものとの予測をもっ
ているが，しかし，勿論速断はできない。おのず
から今後の課題として残さざるをえない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）
　　　　　　　　　　　　　　　（1978・7●5）
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